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第 9回「“がん哲学”の発想 〜 今 日本に 必要な こととは 〜」 

 

コロナ時代、ノーベル賞作家 カミュ 著『ペスト』（1947年）が 思い出される。

『一つの時代は去り、次の時代が来る。しかし 地はいつまでも 変わらない。

日は上り、日は沈み、また もとの上る所に 帰って行く。―― 川は みな海に

流れ込むが、海は 満ちることがない。――』（伝道者の書 1章 4-7 節） ま

さに、ヘミングウエーの小説『日はまた昇る』である。「地の続くかぎり、種

蒔きと刈り入れ、寒さと暑さ、夏と冬、昼と夜とは、やむことはない。」（創

世記 8章 22節）が、蘇る日々である。 

 

「勝海舟記念 下町（浅草）がん哲学外来」代表の薬剤師から、「薬剤師向け ZOOM

授業に 講師して いただけないでしょうか？ 産婦人科講座 緩和ケア講座 

在宅 DI講座などを 組み始めました。」との依頼を受けた（下図）。 タイトル

は『歴史と偉大なる人材を 受け継ぐ“がん哲学”の発想 〜 今 日本に必要な こ

ととは 〜』とのことである。 感服した。 今日は、順天堂大学保健医療学部で、

「病理学概論」、「がん医療科学」の Zoom 授業である。 

 

 

 

  



 

 

 

 


